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Point
○
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
。

○
国
保
税
軽
減
基
準
額
の
改
正
に

　
よ
り
、
軽
減
対
象
者
の
拡
大
。

窪木一茂選手
メダル目指して頑張って！

６月 定 例 会

6月定例会 　６月定例会は14日から20日まで７日間の会期で開催されま
した。
　国民健康保険税条例の一部を改正する条例、工事請負契約の
締結の追加議案を含めた６議案が原案の通り可決されました。

国保税率は据え置き国保税率は据え置き

質
　
疑

質
　
疑

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
経
緯
は
。

　
　

集
会
施
設
の
エ
ア
コ
ン
設
置
と
論
田
地

区
の
櫓や
ぐ
ら
等
設
備
を
申
請
し
て
い
ま
し
た
が
、

県
に
採
択
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 起

立
多
数

可
決

全
員
賛
成

可
決

鈴
木　
隆　
議
員

国
保
税
軽
減
対
象
者
の
拡
大

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の

改
正
に
よ
る
も
の
で
、
軽
減
基

準
額
の
改
定
に
よ
り
、
国
保
税

軽
減
の
対
象
者
が
拡
大
す
る
こ

と
か
ら
賛
成
し
ま
す
。

岡
部　
淳
一　
議
員

国
保
税
負
担
の
抑
制
を

　

住
民
の
命
を
守
る
国
保
に
一

定
以
上
の
負
担
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。

　

国
保
税
の
少
し
の
負
担
で
も

抑
制
す
る
努
力
が
必
要
だ
っ
た

と
し
て
反
対
し
ま
す
。

反
対

討
論

賛
成

討
論

議案　
第43号

令
和
６
年
度
古
殿
町
一
般
会
計
第
１
次
補
正
予
算

令
和
６
年
度
古
殿
町
一
般
会
計
第
１
次
補
正
予
算

窪
木
一
茂
選
手

窪
木
一
茂
選
手
パ
リ
五
輪

パ
リ
五
輪

激
励
金
な
ど

激
励
金
な
ど

議案　
第41号

古
殿
町
国
民
健
康
保
険
税

古
殿
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
保
加
入
者
は
減
少
傾
向

国
保
加
入
者
は
減
少
傾
向

Point
○
窪
木
一
茂
選
手
パ
リ
五
輪
激
励
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
不
採
択
の
減
。

○
定
額
減
税
に
よ
る
調
整
給
付
金
の
増
。

同級生から激励を受ける窪木一茂選手

課税限度額の改正(所得が多い方などの上限)

国保税区分
課税限度額

対象者
改正前 改正後

医療分 65万円 65万円 全国保加入者
支援分 22万円 24万円 全国保加入者

介護分 17万円 17万円 国保加入者で
40～64歳
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前木団地の建設工事が始まります前木団地の建設工事が始まります
議案　
第46号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

３
億
９
８
２
０
万
円
で

３
億
９
８
２
０
万
円
で

３
棟
３
棟
1010
戸
を
建
築

戸
を
建
築

質
　
疑

質
　
疑

　
　
建
物
と
造
成
の
費
用
は
。

　
　
お
よ
そ
建
物
８
割
、
造
成
２
割
で
す
。

　
　

約
３
億
円
が
建
物
だ
と
、
１
世
帯

３
０
０
０
万
円
に
な
る
が
、
町
営
住
宅
の
適
正

な
規
模
か
。
設
計
は
妥
当
な
の
か
。

　
　

物
価
や
人
件
費
の
高
騰
に
よ
り
、
建
設

工
事
は
高
く
な
る
の
が
実
情
で
す
。

　
　
山
側
の
崖
地
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
今
後
、
山
側
の
枝
葉
の
切
り
落
と
し
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
　
山
側
の
崖
地
に
つ
い
て
の
災
害
対
策
は
。

　
　
崖
地
条
例
か
ら
外
れ
る
た
め
、
今
の
と
こ
ろ

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
西
渡
団
地
の
跡
地
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

　
　
３
人
の
地
権
者
に
説
明
を
し
ま
し
た
が
、
結

論
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
農
地
に
戻
し
て
も
困
る
の
で
、
跡
地
を

買
い
取
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
向
が
あ
っ
た

場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
そ
の
話
は
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
上
で
町

と
し
て
ど
こ
ま
で
対
応
で
き
る
か
が
着
地
点
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

起
立
多
数

可
決

岡
部　
淳
一　
議
員

事
業
の
進
め
方
に
問
題
が
あ
る

　

土
地
の
取
得
方
法
、
住
宅
用

地
に
な
っ
た
経
緯
、
崖
地
対
応

に
疑
問
が
あ
り
、
西
渡
団
地
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
明
確
で
は

な
い
た
め
反
対
し
ま
す
。

反
対

討
論

鈴
木　
隆　
議
員

老
朽
化
へ
の
早
急
な
対
応

　

西
渡
団
地
は
老
朽
化
し
て
お

り
、
住
民
の
た
め
に
も
早
急
に

契
約
の
締
結
を
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
賛
成
し
ま
す
。

賛
成

討
論

Point
○
三
金
興
業
株
式
会
社
（
白
河
市
）
と

　
工
事
請
負
契
約
を
締
結
。

○
条
件
付
一
般
競
争
入
札
（
３
者
が
応

　
札
）
を
実
施
。

○
造
成
か
ら
建
築
ま
で
の
一
括
契
約
。

西渡団地の老朽化により新たに着工される前木団地予定地

西
渡
団
地
の
跡
地
は
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議案審議と各議員 の 賛賛 否否６月定例会

議案番号 議　案　名 採
決

根
本
重
一

鈴
木
隆

野
崎
喜
彦

佐
川
勇
司

佐
藤
一
夫

岡
部
淳
一

木
戸
久
康

松
崎
法
通

緑
川
栄
一

根
本
太
郎
兵
衛

議案
第41号

古殿町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

課税限度額の引き上げ、軽減基準額の改正（P2に掲載）

議案
第42号

古殿町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

番号利用法の改正による所要の改正

議案
第43号

令和６年度古殿町一般会計第１次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

窪木一茂選手パリ五輪激励金など3,645万4,000円を増額する（P2に掲載）

議案
第44号

令和６年度古殿町国民健康保険特別会計第１次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

前年度の繰越金等により2,748万5,000円を増額する

議案
第45号

令和６年度古殿町介護保険特別会計第１次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

システム標準化に係る改修委託等により935万6,000円を増額する

議案
第46号

工事請負契約の締結について 可
決 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇

前木団地の建築工事請負契約の締結（P3に掲載）

発議
第４号

地方財政の充実・強化を求める意見書提出請願書 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2025年度政府予算等の検討で、積極的な地方財源の確保・充実を図る意見書を提出するもの

請願
第３号

国に対し「学校給食費無償化を実施することを求める意見書」提出についての請願 不
採
択

× × × 〇 × × 〇 × ×
総務常任委員会で不採択

請願
第４号

県に対し「学校給食費無償化を実施することを求める意見書」提出についての請願 不
採
択

× × × 〇 × × 〇 × ×
総務常任委員会で不採択

〇は賛成、×は反対、緑川議長は採決に加わらない。

草刈り作業中の議員

議員と町職員の奉仕活動

草刈りを草刈りを
行いました行いました

　６月２６日に議会議員と町幹部職員
が合同で憩いの森公園周辺の草刈りを
行いました。
　道路の見通しがよくなり、より安全
になりました。

きれいになったね！
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総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

古殿中学校体育館トイレ等を視察古殿中学校体育館トイレ等を視察
　総務常任委員会は古殿中学校体育館・校舎トイレ、屋内ゲートボール場の外トイレを視
察しました。現地視察後、視察箇所について意見交換をしました。
　また、付託された請願を審査し、１件を採択、２件を不採択としました。

古殿中体育館のトイレを視察する議員

町営住宅前木団地等を視察町営住宅前木団地等を視察
　産業建設常任委員会は町営住宅前木団地、町営住宅西渡団地、旧大原小学校跡地を視察
しました。現地視察後、視察箇所について意見交換をしました。

前木団地について説明を受ける議員

常任委員会常任委員会 活動活動

意見

〇生徒減少でトイレ
数 は 足 り て い る が 、
洋式化とウオッシュ
レットも必要ではな
いか。
〇ゲートボール場使
用の際は、勤労者体育
センターのトイレも
活用しては。

意見

〇前木団地の裏山の雑
木を伐採すべき。
〇旧大原小学校跡地
の有効利用を考えて
ほしい。
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鈴 木 　 隆 議員 ……………………………  ７
（１）入札妨害対策対応について
（２）町内「山頂、山麓エリア」観光スポットの
　　  現状と課題について

野 崎 喜 彦 議員 ……………………………  ８
（１）公契約の透明性の確保と情報公開について
（２）学校内外の安全管理について

松 崎 法 通 議員 …………………………… ９
（１）今後の町管理施設の考え方は
（２）森林環境譲与税と森林環境税について

岡 部 淳 一 議員 …………………………… 10
（１）行政と住民をつなぐ区と班の現状と
　　  今後の方向性

（２）農業を取り巻く状況変化と
　　  町農業の行く末は

（３）公共工事不正事件に対する姿勢と考え方

　一般質問は６月 19 日に４人の議員が９問の質問を行いました。質疑の一部を要約してお伝え
します。

町政町政をを質質すす
町民の声を伝える

町政に生かす

町の考えをただす

一
般
質
問

一般質問とは
議員が町の行財政全般について
執行機関に直接質すことです
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鈴
す ず き

木　隆
たかし

 議員

景観の維持保全が求められる観光地（鎌倉岳遊歩道）

等
に
関
す
る
要
綱
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

 

鈴
木　

本
年
度
の
主
要
事

業
で
あ
る
町
営
住
宅
「
前
木

団
地
」
建
築
工
事
が
一
括

発
注
の
内
容
で
公
告
さ
れ
た

が
、
こ
れ
に
至
る
発
注
形
態

を
選
択
し
た
理
由
は
。

 

町
長　

土
木
工
事
及
び
建

築
工
事
に
お
い
て
、
発
注
ま

で
の
準
備
期
間
や
工
種
間
の

施
工
調
整
時
間
短
縮
を
考
慮

し
て
今
回
の
発
注
形
態
と
し

ま
し
た
。

 

町
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

に
対
し
、
一
定
程
度
必
要
な

金
額
と
考
え
ま
す
。

 

鈴
木　

少
子
高
齢
化
の
影

響
も
あ
り
、
継
続
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
る
団
体
も
あ
る
と
聞

か
れ
る
が
対
応
は
。

 

町
長　

高
齢
化
等
に
よ
り

継
続
が
難
し
い
団
体
も
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
町
が
強
制
的
に
お

願
い
は
で
き
な
い
の
で
、
委

託
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は

町
と
し
て
対
応
を
検
討
し
ま

す
。

 

鈴
木　
町
が
「
観
光
協
会
」

等
、
維
持
管
理
等
を
委
託
し

て
い
る
団
体
は
い
く
つ
あ
る

の
か
。

 

町
長　

５
つ
の
団
体
に
委

託
し
て
お
り
ま
す
。

 

鈴
木　

団
体
ご
と
の
活
動

内
容
を
把
握
し
て
い
る
か
。

 

町
長　

実
績
報
告
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

把
握
で
き
て
い
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

 

鈴
木　

活
動
内
容
に
対
し

て
助
成
費
用
は
見
合
う
も
の

か
。

公共工事入札

観光資源維持対策

Q 入札妨害が起きたことは
A わが町ではありません

Q 観光スポットの現状と課題は

A 観光資源は今後も
　 維持活用したいと考えます

 

鈴
木　

入
札
妨
害
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
該
当
す

る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

 

町
長　

国
や
地
方
自
治
体

が
発
注
す
る
工
事
の
競
争
入

札
に
お
い
て
、
偽
計
ま
た
は

威
力
を
使
っ
て
、
入
札
価
格

の
適
正
な
形
成
を
妨
害
す
る

行
為
で
す
。

 

鈴
木　

予
定
価
格
の
漏
洩

対
策
は
。

 

町
長　

予
定
価
格
は
私
自

身
が
作
成
、
封
入
、
保
管
し

て
入
札
時
に
開
封
し
ま
す
。

 

鈴
木　

入
札
参
加
資
格
要

件
は
ど
の
よ
う
に
決
め
る
の

か
。

 

町
長　

工
事
等
の
請
負
契

約
に
係
る
指
名
競
争
入
札
参

加
者
の
資
格
審
査
及
び
指
名



ふるどの議会だより　第168号
令和 6年 7月19日発行 8

野
の ざ き

崎　喜
よしひこ

彦 議員

一 般 質 問
 

野
崎　

小
学
生
の
集
団
登

下
校
の
安
全
対
策
は
。

 

教
育
長　

保
護
者
等
か
ら

要
望
が
あ
っ
た
危
険
個
所
は

随
時
対
応
し
て
い
ま
す
。

 

野
崎　

中
学
生
の
自
転
車

通
学
の
安
全
指
導
は
。

 

教
育
長　

年
度
初
め
に
交

通
安
全
教
室
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

 

野
崎　

侵
入
者
等
に
対
す

る
安
全
対
策
は
。

 

教
育
長　

避
難
訓
練
の
実

施
、
小
中
学
校
に
非
常
通
報

装
置
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

 

野
崎　

登
下
校
時
の
不
審

者
や
暴
漢
等
に
対
す
る
安
全

対
策
は
。

 

教
育
長　

防
犯
教
室
に
お

い
て
不
審
者
対
応
の
講
習
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

野
崎　

現
在
の
コ
ロ
ナ
感

染
症
予
防
と
食
中
毒
へ
の
対

応
策
は
。

 

教
育
長　

給
食
時
は
手
指

消
毒
し
、
同
じ
方
向
を
向
い

て
食
べ
て
い
ま
す
。
給
食
の

運
搬
は
保
冷
剤
を
使
用
し
て

い
ま
す
。

Q 公契約の透明性の確保は
A 予定価格は自ら作成保管しています

児童生徒安全管理
Q 学校内外の安全管理は
A 非常通報装置を設置しています

 
町
長　

町
例
規
集
の
中
で

公
表
し
て
い
ま
す
。

 

野
崎　

予
定
価
格
公
表
の

考
え
は
。

 

町
長　

現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

 

野
崎　

令
和
５
年
度
中
の

工
事
請
負
契
約
の
平
均
落
札

率
は
。

 

町
長　
92
・
67
％
で
す
。

 

野
崎　

令
和
５
年
度
中
の

議
会
の
議
決
を
要
し
な
い
契

約
の
締
結
方
法
と
件
数
は
。

 

町
長　

指
名
競
争
入
札
で

17
件
で
す
。

　
公
契
約
は
透
明
性
及
び
競

争
性
の
確
保
が
求
め
ら
れ
、

か
つ
、入
札
工
事
発
注
に
あ
っ

て
は
公
平
、
公
正
に
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

 

野
崎　

予
定
価
格
は
ど
の

よ
う
に
管
理
・
保
管
さ
れ
て

い
る
の
か
。

 

町
長　

私
自
身
が
作
成
し

入
札
時
ま
で
封
入
・
保
管
し

て
い
ま
す
。

 

野
崎　

予
算
計
上
の
設
計

積
算
と
予
算
計
上
額
の
関
係

は
。

 

町
長　

予
算
は
概
算
で
計

上
し
、
発
注
段
階
で
設
計
積

算
を
完
了
し
ま
す
。

 

野
崎　

指
名
競
争
入
札
の

指
名
の
条
件
と
な
る
基
準
の

公
表
は
。

古殿小での防犯教室
（古殿小ホームページより提供）

改修が行われた町道越代熊倉線

入札事務
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一 般 質 問

松
まつざき

崎　法
のりみち

通 議員

森林環境譲与税を活用した備品の購入
（ 組

く で じ ゅ う
手什 加工機）

 

松
崎　

三
株
み
ど
り
の
風

公
園
の
維
持
管
理
、
雑
草
や

山
桜
の
枯
れ
枝
へ
の
対
策

は
。

 

町
長　

施
設
の
見
回
り
を

定
期
的
に
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

 

松
崎　

他
の
自
治
体
で
財

政
的
に
維
持
で
き
な
い
施
設

の
選
別
も
あ
る
が
、
わ
が
町

で
は
施
設
の
維
持
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

 
町
長　

少
子
高
齢
化
に
伴

う
人
口
減
少
に
よ
り
、
公
共

施
設
の
利
用
の
変
化
も
予
想

さ
れ
、
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
く
中
、
公
共
施
設
等
の
最

適
な
配
置
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

 

松
崎　

森
林
環
境
譲
与
税

は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
き
た
の
か
。

 

町
長　

森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス

テ
ム
の
更
新
や
ド
ロ
ー
ン
な

ど
の
備
品
購
入
、
千
年
の

森
育
成
事
業
、
林
道
の
維
持

管
理
等
に
活
用
し
て
お
り
ま

す
。

 

松
崎　

町
民
に
対
し
、
森

林
環
境
税
の
説
明
は
十
分

か
。

 

町
長　

国
か
ら
配
布
さ
れ

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
町
県

民
税
の
納
税
通
知
を
送
付
す

る
際
に
同
封
し
ま
し
た
。

公共施設

森林環境税

Q 今後の町管理施設の
　  考え方は
A 公共施設等の最適な配置を目指します

Q 森林環境譲与税の内容は

A 森林 GIS の更新などに
　 活用しています

 

松
崎　

大
網
庵
の
外
部
環

境
の
整
備
に
つ
い
て
、
花
木

の
植
樹
な
ど
で
、
大
網
庵
の

価
値
の
向
上
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

 

町
長　

花
木
な
ど
の
植
栽

は
一
つ
の
方
法
で
す
が
、
植

栽
後
の
管
理
等
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

 

松
崎　

鮫
川
河
川
敷
の
桜

の
枝
が
張
り
出
て
、
車
両
通

行
の
妨
げ
と
、
コ
ケ
、
て
ん

ぐ
巣
病
の
対
策
は
。

 

町
長　

道
路
の
支
障
と

な
っ
て
い
る
枝
に
つ
い
て
は

対
応
し
、
病
気
対
策
は
桜
の

管
理
の
所
在
が
不
明
な
部
分

も
あ
り
、
町
は
積
極
的
に
対

応
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

ボランティア活動によりスイセンなどが植栽された大網庵
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岡
お か べ

部　淳
じゅんいち

一 議員

Q 区と班の現状は
A 世帯の減少と
　 高齢化の傾向があります

る
情
報
伝
達
の
問
題
点
は
整
理

さ
れ
て
い
る
の
か
。

 

町
長　

防
災
行
政
無
線
、

広
報
車
に
よ
る
伝
達
や
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
携
帯
電
話

へ
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
等
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
の
活
用
な
ど
で
避

難
情
報
等
を
提
供
し
ま
す
。

 

岡
部　
限
界
集
落
と
も
い
え

る
状
況
の
認
識
と
対
策
は
。

 

町
長　

現
状
の
中
で
対
応

す
る
こ
と
が
基
本
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

 

岡
部　
行
政
関
連
の
人
選
が

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ

の
対
応
策
は
。

 

町
長　

難
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

 

岡
部　

こ
れ
ま
で
の
区
・
班

体
制
へ
の
認
識
は
。

 

町
長　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
の
上
で
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

 

岡
部　
こ
の
体
制
の
中
で
変

化
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
。

 

町
長　

班
を
構
成
す
る
世

帯
の
減
少
と
と
も
に
、
世
帯

員
の
高
齢
化
の
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

 

岡
部　
班
を
や
め
る
町
民
が

多
く
な
っ
て
い
る
が
、
広
報
紙

な
ど
の
情
報
伝
達
の
方
法
は
。

 

町
長　

区
長
が
直
接
配
布

し
た
り
、
役
場
に
取
り
に
来

て
い
た
だ
い
た
り
し
て
お
り

ま
す
。

 

岡
部　
災
害
発
生
時
に
お
け

 

岡
部　
国
が
考
え
る
方
向
性

と
地
方
の
実
状
の
違
い
に
対
す

る
認
識
は
。

 

町
長　

国
の
政
策
は
全
国

一
律
で
、
わ
が
町
の
よ
う
な

中
山
間
地
域
に
は
そ
ぐ
わ
な

い
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

 

岡
部　
町
の
実
態
と
し
て
専

業
・
兼
業
農
家
の
推
移
は
。
ま

た
、
年
間
収
入
の
推
移
は
。

 

町
長　

主
業
農
家
数
は
平

成
27
年
と
令
和
２
年
を
比
較

し
て
７
軒
の
減
少
、
副
業
的

農
家
は
14
軒
が
減
少
し
て
お

り
、
年
間
収
入
は
農
業
産
出

額
を
農
業
セ
ン
サ
ス
で
見
る

と
平
成
27
年
か
ら
３
億
円
程

度
減
少
し
て
い
ま
す
。

 

岡
部　
町
内
の
兼
業
農
家
の

現
状
と
今
後
の
取
組
み
は
。

 

町
長　

高
齢
化
や
後
継
者

不
足
、
米
価
下
落
や
肥
料
の

高
騰
に
よ
り
兼
業
農
家
を
含

め
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。

今
後
は
農
地
の
集
積
集
約
化

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

 

岡
部　
担
い
手
支
援
だ
け
で

な
く
、
兼
業
農
家
支
援
も
必
要

で
あ
る
。
農
機
具
へ
の
支
援
は
。

 

町
長　

今
の
と
こ
ろ
そ
の

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

岡
部　
国
県
へ
の
働
き
か
け

は
。

 

町
長　

定
期
的
に
行
っ
て

お
り
ま
す
。

区・ 班体制

一 般 質 問

代かき作業を見学する小学生

農業政策

Q 町農業を取り巻く状況と
　  行く末は
A 農地の集積集約化が重要です

「
公
共
工
事
不
正
事
件
に

対
す
る
姿
勢
と
考
え
方
」

の
質
問
も
行
い
ま
し
た
。

 

そ
の
他
の

質
問
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追跡レポート
その後
どうなった？

No.66

テーマ 働く場の確保は働く場の確保は
Q　令和４年12月一般質問から
若者の定住には多様な職種の「働く場の確保」が必要
と思うが、どう取り組まれているのか。

Ａ　町長答弁

企業立地セミナー等に参加し、誘致活動をしています。
更なる雇用対策に努めます。

企業誘致ができれば
働く場も増えるね！

その後のその後の
対　　応対　　応

旧イセ食品工場跡地を取得しました。
　土地１万 5,411 平方メートルを取得しました。企業誘致等や起業する方の
工業団地として活用が期待されています。

取得された旧イセ食品工場跡地

しみもっちー

平成27年の
中学生議会
で誕生！
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古殿町のホームページからもご覧いただけます。
古殿町 検　索 町議会へ

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
次回の
定例会

  
No.

上旬

今回紹介するの今回紹介するのは、は、「有限会社岡部縫製「有限会社岡部縫製」」の皆さんです。の皆さんです。
16

  ９月

縫製チ－ムの作業の様子

＊会社の設立を教えてください。＊会社の設立を教えてください。

創業 43周年になる縫製会社です。

「世界一のシャツ工場」を目指します。

　昭和 56年 11月、山上字小作地内に先代社長
の岡部英吉が工場移転して、有限会社岡部縫製
を創業しました。
　平成９年４月、岡部英一が代表取締役に就任。
本社工場（75名）を旧山上小学校跡地に移転し、
海外２工場を設立。中国上海工場（50名）フィ
リピンマニラ工場（140 名）で本格稼動してい
ます。

＊＊会社における基本的な考え方は何ですか。会社における基本的な考え方は何ですか。

　弊社は、メンズ・レディスのドレスシャツ、カジュアルシャツ、ニットシャツの縫製を行っ
ている縫製会社です。　
　「日本一のシャツ工場」、「世界一のシャツ工場」を目指し、日々の技術指導・研究を行い、
いろいろなジャンルに挑戦しています。そして、縫製技術を後世に残すべく努力し、古殿町
に地域貢献していきます。

有限会社岡部縫製の皆さん

https://w
w
w
.tow

n.furudono.fukushim
a.jp/


